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原
発
ゼ
ロ
を
め
ざ
す
島

根
の
会
は
１
２
日
、
松
江
市

内
で
総
会
を
開
き
ま
し
た
。 

岡
崎
由
美
子
共
同
代
表

（
弁
護
士
）
は
、
中
国
電

力
・
島
根
原
発
２
号
機
の
再

稼
働
（
１
２
月
予
定
）
に
つ

い
て
「
能
登
半
島
地
震
は
原

発
の
危
う
さ
を
警
告
し
た
。

み
な
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
、

再
稼
働
ス
ト
ッ
プ
へ
頑
張

っ
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。 

総
会
で
は
、
県
や
市
町
村

に
対
し
、
▽
中
国
電
力
の
原

発
運
転
・
管
理
に
お
け
る
技

術
的
能
力
の
点
検
、
企
業
倫

理
へ
の
評
価
を
恒
常
的
に

行
い
、
島
根
原
発
２
号
機
の

再
稼
働
同
意
の
撤
回
▽
能

登
半
島
地
震
で
明
確
に
な

っ
た
避
難
計
画
の
実
効
性

に
つ
い
て
避
難
要
支
援
者

な
ど
か
ら
直
接
の
聞
き
取

り
の
実
施―

な
ど
を
求
め

て
い
く
「
２
０
２
４
年
度
活

動
方
針
」
を
採
択
し
ま
し

た
。
総
会
後
、
参
加
者
は
県

庁
前
で
「
島
根
原
発
２
号
機

の
再
稼
働
反
対
で
す
！
」

「
原
発
事
故
が
起
き
た
ら

避
難
は
ム
リ
」
な
ど
の
プ
ラ

カ
ー
ド
を
掲
げ
て
ア
ピ
ー

ル
し
ま
し
た
。
（
写
真
） 

次
回
は
９
月
１
１
日
に

県
庁
前
で
「
イ
レ
ブ
ン
行

動
」
（
１
２
時
２
０
分
～
）

を
行
う
予
定
で
す
。 

視察報告の連載・最終回は、尾村利成県議が能登半島視察を踏まえて議会質問した内容を紹介します。 

●島根半島の孤立集落対策の強化、救援計画の実効性の向上を 

能登半島地震では、避難ルートの大半が通行止めになり、孤立集落が相次ぎました。もし原発事故が発生していたならば、避難

できず、被ばくの危険がありました。島根原発直下を走る宍道断層（３９㌔）の真上・近傍には、１２３６カ所（旧松江市・橋北

７９３カ所、旧鹿島町１７６カ所、旧島根町９６カ所、旧美保関町１７１カ所）の土砂災害危険箇所があります。宍道断層が動け

ば、この地域においても孤立の事態となる恐れがあります。県は島根半島の孤立集落対策として、陸上自衛隊の協力を得て、臨時

ヘリポート調査を実施し、約７０カ所をヘリポートの離着陸可能適地としています。 

私は６月県議会で、森本敬史防災部長に対し、「今後、関係自治体や関係者との協議をはじめ必要なる整備、孤立への不安解消

を含めた関係住民の意見を聞く場を設定するなど、救援計画の実効性を高める対策が必要」と質しました。森本防災部長は「今後、

必要に応じて整地などの整備を行った上で、緊急消防援助隊などの人員を投入して迅速に住民の救助や物資の搬入が行えるよう救

助要綱を作成することとしている」と応じました。 
 
●石川県では実際の被害と被害想定が大きく乖離――島根県も被害想定の精緻化を 

石川県では、地震が元日に発生したことを受け、地震発生時間帯の被害想定条件に帰省や観光などで人口が増加する「正月の夕

方」と「ゴールデンウィークの正午」を追加し、被害想定項目に「宅地の液状化」「介護・福祉機能の支障」「海岸施設被害」の３

項目を追加することとしています。私は「島根県も、地震発生想定シーンに帰省客や観光客を考慮した時期を取り入れるべきであ

り、被害想定項目に『介護・福祉機能の支障』を追加し、さらなる被害想定の精緻化を」と求めました。森本防災部長は「被害想

定を精緻化することにより、必要な対策が明確となって効果的な取り組みにつながるものもあり得る。今後、能登半島地震を踏ま

え、被害状況の精査や新たな指針等が示された時には、被害想定について必要な見直しを検討したい」と答えました。 
 
●能登半島地震を通じ、格段に高まった県民の不安 

私は、能登半島の視察と並行して、島根半島の現地調査も行いました。島根半島の美保関町では「避難ルートとなっている道路

の真下に宍道断層が走っています。安全に避難できるのでしょうか」との声が寄せられ、島根町では「今の避難計画は原発の方向

に向かうルートになっている。持田トンネルのすぐそばに宍道断層が走り、土砂崩れやトンネル崩落が心配」との不安の声など、

多くの県民は避難計画の実効性に疑問を感じています。私は、丸山達也知事に「地元のありとあらゆる声を直接聞くべきであり、

住民の不安、懸念、要望に最大限寄り添って、説明責任を尽くすべき」と迫りました。 

 【視察を終えて】  地震・津波は止めることができないけれども、原発は止めることができるし、止めなければならない。

島根原発２号機再稼働に対する県民の理解と納得はなく、１２月の再稼働など絶対に認められない。（尾村利成） 

「
台
湾
有
事
」
の
名
の
も

と
に
、
沖
縄
県
や
鹿
児
島
県

の
島
々
で
は
、
「
敵
基
地
攻

撃
」
の
た
め
の
ミ
サ
イ
ル
基

地
や
弾
薬
庫
が
次
々
と
建

設
さ
れ
て
い
ま
す
。 

軍
事
基
地
化
に
島
民
が

い
く
ら
反
対
し
て
も
、
米
軍

や
政
府
、
首
長
や
議
員
の
大

き
な
声
に
か
き
消
さ
れ
、
基

地
建
設
は
強
引
に
進
め
ら

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
は
じ

め
は
「
レ
ー
ダ
ー
基
地
だ

け
」
と
い
っ
て
い
た
与
那
国

島
に
は
ミ
サ
イ
ル
基
地
が

作
ら
れ
、
宮
古
島
で
は
集
落

の
す
ぐ
そ
ば
に
弾
薬
庫
が

作
ら
れ
ま
し
た
。 

美
し
い
、
の
ん
び
り
と
し

た
、
独
特
な
歴
史
や
文
化
を

も
っ
た
南
の
島
々
は
、
今
や

軍
事
基
地
だ
ら
け
の
島
に
。

こ
れ
が
こ
の
何
年
間
の
、
あ

っ
と
い
う
間
の
出
来
事
な

の
で
す
。 

島
民
は
生
活
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
か
ら
、
漁
に

出
て
、
作
物
を
育
て
、
牛
を

飼
育
す
る…

一
見
何
も
変

わ
ら
な
い
よ
う
に
見
え
ま

す
。
し
か
し
「
戦
雲
（
い
く

さ
ふ
む
）
」
に
覆
わ
れ
て
い

る
の
で
す
。
そ
の
「
戦
雲
」

は
、
確
実
に
、
沖
縄
に
基
地

を
押
し
付
け
て
の
ほ
ほ
ん

と
し
て
い
る
本
土
の
私
た

ち
の
上
に
も
あ
る
の
で
す
。

そ
れ
に
気
づ
い
た
方
が
、
自

分
た
ち
の
た
め
に
な
る
と

思
い
ま
す
。
浜
田
会
場
・
７

月
２
８
日
、
松
江
会
場
・
８

月
１
１
日
に
ぜ
ひ
お
出
か

け
下
さ
い
。
（戦
後
史
会
議
・

松
江 

若
槻
真
治
） 

６
月
定
例
県
議
会
が
閉

会
し
た
３
日
夕
、
日
本
共
産

党
県
議
団
は
県
庁
前
ロ
ー

タ
リ
ー
で
、
む
ら
ほ
え
り
こ

衆
院
島
根
１
区
予
定
候
補
、

松
江
市
議
団
と
と
も
に
議

会
報
告
の
マ
イ
ク
を
握
り

ま
し
た
。 


